












1.目的および方法 

乳児期に,頚定など運動発達のおくれ,筋緊張亢進,筋緊張低下,そり返りや下肢の伸展など

の姿勢異常があり,乳児検診で問題とされたり,母親家族の育児不安をもたらしているケー

スは少なくない。このようなケースは,①精神発達遅滞や脳性麻痺その他の異常を有するも

の(少数),②良性一過性のもの(多数),とに大別され,①の場合は検査や治療・療育の軌道に

適切に導くこと,②の場合は不要な検査や治療訓練を避け母親家族の不安を和らげ安定し

た育児を支えていくこと,が課題となる。①と②のグループをどのように鑑別していくのか

は,いわゆるグレーゾーン対策の上で重要なテーマの一つであり,私たちは一昨年および昨

年はこの点に関する研究報告をおこなった。今回は,上記のようなケースの状況(頻度等)

を検討し,また,地域療育システムの環としての保健所での検診の意味や役割について検討

するため,東京都中野区中野北保健所における「運動発達相談検診」の結果を分析検討した。 

中野北保健所の運動発達相談検診は,運動機能の発達に問題のある子や,運動発達障害を疑

わせる症状のある子の二次検診であり,毎月 1回おこなわれている。同保健所および同区内

の残りの一保健所,二保健相談所の乳児検診や経過観察検診からの紹介が主であるが,母親

からの直接の相談による受診,保健婦からの紹介,同区の障害乳幼児通園施設(アポロ園)か

らの紹介による受診もある。診察は,心身障害児総合医療療育センターより派遣された小児

神経科医師 1 名が行い,必要なケースについては同センターより同行している理学療法士

(または作業療法士)1 名が指導を行っている。また,アポロ園のスタッフ1名も診察時およ

びその後のカンファレンスに同席し問題のあるケースについての検討や情報交換をおこな

っている。 

この中野北保健所における運動発達相談検診を 1987 年～1990 年に受診したケースのう

ち,1歳3ヵ月以前に初診した例につき,検診記録の検討や経過確認を行い,診断,経過,指導

内容などを検討した。 


